
第一章 研究の目的と構想

研究の目的

教舗の論恩様造と縫示のj願序性， .:1>'よび，指導K沿いて主著書な役割をもっ，コトパのはたらき

を抱悔するための方法輪として.意味論ならびに記号論理学κよる分析を，具体例をも fて論

述する。

H 研究の構想

研究紀委第 S0集K.:I>'いて，童話者は'学習一指導過程，を構成する軍要素 ele，m enlとして，教育内

・:s(教材)・児童生徒(学習者) ・教師の三つVC大別し，との要素が相互Vζ条件faclO'rとしては

たらき， s学習ー指導グという教育現象(le(l.rni，‘g teachig ω 仰 educational }杭仰omC-

削除)が展開するという史透しをたて .研失事長題を次の二つKまとめた。

(1) 学智一指導という巡動が三事霊祭のいかなる鈎係にかいて成立するかを追究する ζ と。

" (2) 三要素のなの訟のKついて，その内部総造とはたらき 〈機能)を0)の限界K;I>'いて追究すると

と。

しかして， ζの課題を追究するための研究方法としては.(1)VCかいては主として了餓約方法をと

り，(2)VCかいては怒味論がよび論磁学κ主る分析的方訟をとるととKしたのである。

をた， (1)のi*題を砂t3記するための研究対象付.t現実に展開される '学習一指導H (いわゆる授業)

その1ものを直接と bるげたのであるが， ζのような研鈴E対象設定の意味は研究紀要第 S0集の2ペ

-~~とも述べたよう~Z: r現実の客観的念条件の上にたちながら，しかも，効率のi蕊い'学習一指議v

.とはいかなるものかJというととを明らかKしたいがためであった。

次VC.われわれが'学習→縛11 (授業)を研究対象としてとりあげ .ζれを観察し，分析する

という.いわゆる俊業分析という手法Kよる研究方法をとる場合よとれを観察し，言E織するといっ

ても，全〈 同ーの'学習一指地i場面を再現するととは不可能な ζ とであ.t.かつまた，それは研

究上必ずしも必援なととで念いん:後ぜ念らば，われわれが追究しようとするものは， 三妥索聞の相

互Kはたらく関係をーとちえるととが目的であるから .ぞれKかかわP合いのない現象は捨象しても'

注しっかえ念いからである。しかし念がら ，われわれ沙」応このようK問題をしぼ勺ても，やはb

授業分析という手法をとる場合，もっとも重要なととは，分析の観点をもっと明li{jjKし，よ h鋭〈

精紙なものを持?とな〈てけ、ならない。そのため，前掲書の 1，0ベージにも述べたように，とれまで

の研究の手順としては，一応の銚点を立てて，まず自然q;-ままの授業を観察し，その結果を分析す

るととVC.l:..."て，だん首位分若干の観点をしぼっていくとい.う方法をと弓てきたわけである。

さて，一応以上のような研究の辛勝を経て，授業分析の観点、をある程度縫選集約したものを前提

替で提案した。 ①次にそれを ，いささか修正を加えたが蒋泌する。

一-1ーー • 

. ~・・ 2

， 

-・・.



。授業分析の鋭点
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以上のような'学習-J訴事与(授，然〉分析の観点を一応もれ念〈列挙したとしても，われわれが

ζれを研究していく場合.とのすべてを同時に解明していくととは，研究方法としても奴県的とい

えず，また ，研究というものが理論の追求という本質からして ，どうしても一度は分析という思考

の過程を通らざるを得念い。したがヮて，われわれは以上の在JU¥を単念る並列では念(.一定の角

度から秩序づけ騎進づける必要がある。しかして .ζの一定の角度というものを'学習一指導，と

いう立場から設定する念らば ，それは当然，との i"学習一指導，という運動が成立し・しかも効

率り高いものであるための主要因は利か」という角度から主?となわ念ければ念ら?をいととに念る。

しか臼ま.われわれはとの分析の観点の綴造づけ.す~わら，さまざまに列挙された観点をどの

ように秩序づけようとするか。との点については，全国教育研究所連盟が 3 6年度》らかよそ5か

納期陶を予定して，'学習一指導'11 (IC関する共同研究を進めてj'，~ t ，その第一次報告書「社針ヰ

と社会認識の形成・その指導 1 Jの中Kあげてある，第二次研究のための四つの研究問題をあげ

るととKよτて代弁させようと息丸 一一ーとれば童話者がζの報告書の編集執室長を分担し，その責

任の一端を持つというととKもよるのであるが一一一ー 以下.との四つの研究簡題をあげてみる。

1. 子どもの思考活動と動対の提示

教師がねらいを達成するために， L、かなる教材を.どのように鎗示したか，それが子どもの思

考活動をうながすのに効泉がめτたかどうかを吟味する。教材の位絡のちがいや教材の配列 ・

順序が，子どむの慰.3電の銭績から悶民謡にされる。
-' 

2. 教;f>1(IC対する子どものとり〈み方

提示された教材に対して，子どもの働きかけは積J極的であτたか，そのとりくみ万の皮めいは，

子どものがわのどういう条件と側係がめてたかぞ吟味する。子どもの条件のなかでも，銀題態

事告をも τて学習した場合と ，そうでない場合とでは"社会!'!?t銭の深まりにおいてどのようなち

がいがみられるであろうか。

五 子どもの恩考活動とコミ ュニケーション

理主制1は，子どもの君主材に対するとりくみ万をどのように吟味し，彼らの思考活動をうながすた

めに，どういう手をう勺たか，子とらの発言，思考の吟味がねらいにむけられてじゅうぶん吟

味された場合と，吟味されない学習が流された場合とでほ，社会認識の深化に相迭をきたずで

あろうというζ とである。

4 社会認識の深まりの追求

上記の三つの関舗のいずれにとりくむとしても，究極のねらいとして，社会認識が深まったと

いうζ とは.どういう乙となのかを明らかにする。しかも， ζ の問題は， 1 ， 2 ， 3の「議議の

究明を離れては成立しないと考えるれる。

なお， 1 • 2 ， 3 ， 4の間陸自は主王にかみあっているζ とはいうまでもない。

以上の凶つの研究開楢は，いずれも，社会科<D'学習一指導，という運動を分析する場合，もっ

とも本貨をついた間組設定であると思う。 一一ーζの点Kついては項を改めて，さらに述べるどとに

するーーそとで録者は， ζの凶つの問題中 ，1.S.4vr""翻に焦点を据え，とれをさらに繍鰍な

ものKナるため.分析の観点の裂論的念究明K全力を傾注し， 3 8年度K実施を予定している'学

習一指導'11 (技粂〕分析の方法言論の擁立に努めた。
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以下， ζれから論述しようとするものは，との理論的研筑の帰結を→ちとりまとめたものでるる。

1 研究課題とその理論的背景

l 教育内容分析の観点

筆者は$5 • S 6 年から ~I続 き'学習-f~... の郎副Kと!?<んで来たのであるが.ぞとでと D

あげた教育内容は，主としてi佳史ーーいわゆる歴史的分野一ーである。隆史とは何かという点につ

いて述べるととは，ひじように大きな問題である。しかし .2おれ堵矯内容として燈史をとりあげ

た以上 ，との問題を究明しない限.!:>.ζの研究は一歩も匙科与吸いととにある。とはいえ 「燈史とは何

かJという問題は必ずしも筆者独特のものがあるというわけでは念<.むしろ，歴史学者のそれを

引用し，しかも ，でき得る限P多くの人タの認めたものでるるととか望ましい。たとえば ，E・H

カーはその表者の中に次のようK述べているo(i) r・h ・..…官官l絡 しかし.~笠史とは過去の諮砂件争

原凶結栄の滋然たる連鎖と してき監理するととである ，というのは万人の認める学税であ .!:>1した。」

あるいはまた ，蹴喝の中t'(，方ークシ aット搬の言械のよう州地している竺「蝕とは

歴史家の経阪である。 ζれはBl史家だけがf作った』もので.阪史を書く のは歴史を作る唯一の方

法である。 j云々。以上の俊史Kついての見岬は必ずしもカーだけのものでないととは他の文献K

よっても明瞭でφる。ぞとでま医者は .股史というものが脅かれたものであるというとb.すなわち， ‘

歴史は皮史叙述であるという点と， r監史とは原因結呆の縫然たる連鎖として盤現するJというニ

点K注目したい。
@ 

以上のととは，いいかえれば ・経史事実 (史笑〉を原因結果の連鎖として，厳密な論理量をもっ

て叙述すゐJととが股史だという ζ とである。

研究紀要第 a0集K@r小・中学校の児1it生徒の歴史学習は，錨かれた1ft.史像を瑳鱗するという
。

過程をとおして，自らの盆史像を再縫成するととであるjと規定した。 との儲かれた歴史像が，い

わばカーその他の学者がいう歴史にあたり，具.体的Kは ，燦史の教科書であ.!:>，教師のもつ歴史像

① 
である。しかして， ζζで庇史像 といフ表現?とったのは，いわゆる im~gl) (心像)だけをいう

@ 
ので左<.統一された論趨精進舎もつ言語織 をさしているのであ t.さらK，いいかえれば歴

史叙述のととをさしているのである。

したがって，先議生徒が歴史令学習するというととは，際史叙述に対面して .それを理解すると

いう過程を通して獲得するという ととの紙l味にほかならない。とめように考嫁して〈ると，前節K

掲げた共同研究の研究問題 1令追究する場合，主医者が ，その分析の武器として，もっとも本質的な

鵠点としてとらえ怠〈てはなら念いものは ，次の二点、K念る。すなわち，

0)教師の与える康史事実(史実〉が真であるか偽であるかの関阻

これはIlil史学の領域に脱する間raであり .H憲史学の成S誌によって決定される。

(2) 歴史事実を因果の連鎖によゥて叙述する総合，それがま量理的にみて正しいかどうか。ーすなわち，

誰理精進がいかなるものであり.記述文全体として真であるか合かKついての問題

ζ れは記号総選学の領械に鼠し.特に命館紛翠E学および述鰯給迎学の溜Jilfliによらなくてはなら

な b、。

以上の二つの分析のための観点は，必ずしも籍者独特の見解ではない。たとえば .L.M・スト

ー-4目白



、
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'1 '_.O ・ ‘...~.・ 町，

リュロワはその著プログラム学習の心理学の中で⑨ r・h ・-…・前略，本当は一番大切なものは鍵示装

置〔羽鳥主主 ティ ーチング・マシーン〕ではな〈て，提示されるべき教釘(内容と提示プログラム

すいっしょ Kした意味)だからである。殺育のはたらきをするのは機械自体では念〈て，機械の申

にある教材ナt.I:わちプログラムなのであるJと述べJさらにプログラム作成の論理的基礎として記

号論理学を重視して次のようκ述べている。 51fflが少し長 くをるが革委な点であるので.一応その

湖扮全体を記してみる。⑮ ‘

配号総理学

数学の分析の滋』えとして， i主た重量的でない思考の分析においても記号論理学鉱ζ の数年闘に

急速な発展必なした。紀号商品迎学はティーチング・マシーンのプログラムぞ分析するために非

常に震聖書な方法として役立つにちがいない。記号論理学を用いれば数料内容の釜本構造を明ら

かにするため教科内容の一般的形式ぞ検討することができる。 ζれは内容を分析して，一つの

数料のある部分が他の非常にはなれた教科に似ているかをきめるための方法でもある。

記号論理学的分析により数料の中の間一位をとり出すζ とによって比較研究ができる。それ

はプログラムを効果的なものにするのに窓味的な違いが決定的な重要因なのか，文章震の形式的な

滋いがもτと霊聖書なのかをきめるための比較研究である。らしそれが文章的重要因であれば.構

造の変化についての研究がティーチング・マシーンのブログラふを研究するための一つの露呈重

な狼立変数となろう。(傍織は3，P.lft過が倒した 〕

記号論理学の有効性は ，あえてプログラム作成のためというととに止まるものでなく，われわれ

のいヲ教育内容一敬紘一段史叙述ー歴史{訟のラインκも十分K関係ナる民胞である。そして， 部 に

掲げた分析の観点(2)は，とのストリュロウが重妥視した記号論理勃百分析をさしているものにほか

ならない。

2 学習一指導(t受業)における教師の指導機能分析の観点

前節Eの中に脚内共同研究の研究払咽 2;では. r子どもの思考活動とコ~ ~ニケーションJ ~ 

ゐとりあげている。とのととは'学習一指導(授業)j;(:J;'いて，教師が合と念う指導のはたらきの中

ーでも，コミュニケー シaンがもっとも重要であり，かつ，大吉念象を占めるものであるととを怠味し

ている。とれは，あえてとの指摘をまつまでもな<.授業すま?とない，あるいは授業す観察したと

とのある有者は，だれでもすぐ気付〈 ζ とである。しかし，だれでもすぐ気付〈 ととであ Pながら，

その役筈IJ<oA妥さはその重要さK比して無視されていた傾向が強い。

筆者は研究紀要第80集院教師の役割として，次の三つ?あげてがいたP
U)学資ー指導過程を進展させるために，遂行すはかτたり案内するとと

(2療情内容の提示

(3)教育内容す理解させるための指導

との三つの役割のうち.(2)については前演で分析の観点令述べてかいたので， (3)VCつM て ，乙の

項で述べるととにする。

舗は前踊;附旨導の方式何らに三つに分鎖しむす念わら，③

(1)直錦亭段とコトパとの結合κよる方式 ，

(2)コトパ i言語的文l阪による方式

(3j~息覚象徴tとよる方式

- 5ー



(1)の指導の方式は，ザンコフが「授業の分析Jという著書の中で中心的念主題としてとタあげ研

究を発表したものであり， ζζI'Cもコトパの役割をきわめて震観していると止がう泊ゆえるのであゐ

(2jf'(ついては，コ ミュニケーシ ョンKよって，絶えず教師と児驚，あるいは兇議と児震との陥κ

主主志の交換がなされ ，'学習一指導d 過程の成立に大き念役者j念もつものであると とは，とれまで

も述べてきたと秒りである。

とのコミュニゲーションによる指導の擦に，その指導が学習の効荷量をE詰めるものであるかを分析

する観点として，もっとも重視し念ければならないのは，前項(iCあげた主主妹論と記号論挫学による

それである。 ζの点κついては，筆者が 35・36年と継続して観祭し記録した小.中学校のいわ

ゆる康史の授業を分析して，きわめて強烈K感じているζ とからも由来しているのである。それと

いうのも，筆者がζの研究K着手して，いわゆる歴史の 8学習一指導，は「描かれた俊史像す，理

解するという過程を過して児意生徒が自らの内に歴史像を再構成するJ過桜であるという仮説にた

って，授業を観察し言識を行念った結果，実際，行なわれている授業そのものは，必ずしも予想さ

れたものでな く， むしろ ，次のような形式によって進められているととに気付いたからである。ぞ

れというのは実際の授業は@

「教師を中心にして，学級の児Z覧会体の共同作業形式{そょっ勺弘めは股史像を形成してい<Jと

いう過程を通るものだと判断ぜざる令待ない工うになったからである。

もちろん，前掲の仮説が聞込いであるかどうかは早急K判定できない。それは，授業後vc行なっ

た個人面接Kよる調重量から，学濁結集として児震のもつ底史像が期待したとがDで念いζ とからも

いえる1:-.

さら(iC.千葉県立教育センターの八代所員が 3 7年度K行なった授業分析の笑狂的研究の結果か

らもいえるのである。八代氏の行なった，いわゆる実験的授妓は ，中学ニ年φ歴史的分野の学習で

生徒の課題意識をとりあげ，その課題怠識を ，じれまで学習して来たととから，次の時代はどの主

う7.i:時代であるかというとと宏子倍、させる という形でまとめさせ，とれから学習する時代の一応の

歴史像を儲かぜるというものにしてみたのである。そして .そのように予恕された歴史{象が笑際そ

うであるかどうかを検証するという形で'学習一指導，を展開したととる ，生徒の学習意欲はきわ

めて旺盛で，授業そのものも活気のあるものであり，かつ，事後訪錨κよる学習効果の測定も良い

結来をホしているというととを発表している。以上のような二点からしても，先に掲げ均三護者の隆

史の'学習一指導，の仮説も，中学校のそれにないて今一:伎十分検F，るイ耐itiがあると忠われるの

であるc

との ζとはともあれ，小学校六年のいわゆる歴史単元の自然κ沿 ζなわれる授業 (ζ れが現実の

授業の大半であろう)にがいては，筆者が先に述べたような構造速闘をもった'学習-t時，過程 -

i);展開されているわけである。とのよう念総造逮闘をもっ'学習一指導N I'(:Tいては，と<I'L.教師と

児電量との間Kかわされるコミュエケーションの建要さは強調され念ければならない。

以上のよう左コミュニケーショ ン.あるいは，言語的文脈Kよって ，教師が児頭E生徒tζ教育内容

を理解させようとするとき，それがたとえ日常言語 (論理籍κ対して)を用いて念されたとしても

その中K当然，論還があるはずであり，論理的思考がなされ念〈ではなら念い。したがって，共同

研究の研究問題sについて研究を進めてい〈場合でも，その分析。観点として，もっとも本質的な

一ι一



研究方法であると思惟する意味諭bょぴ記号論理学がと bあげられるととになるのである。

4をとで，鐙者は S7年度の研究を，主として以上のような理論的念背景K基づいて，次のような

研究課隠す設定したわけである。

研究畿勉

「学習一指導の構造連関把握の基本的要閣である教育内容(教材)の論理的ならびK認識論的

構造と機能の分析;~よび，教師が指導のために行衣うコ~ '"ニケーションの構造衣らびtて機能

の分析のえめの方法論として ，意味論ならびκ記号論理学による方法を確定し ，もって S 8年度

vc行なう'学齢-f旨議e分析の鋭点の精紋イ七をはかるJ

参考5[鰍

註①…・ぃ研究紀築第 30集 児童訟生徒の箆史耳型車平とその指導 新潟県立教育研究所 8ペー ジ

@……社会科と社会怨織の形成 ・その指導 l 教育研究所協会編 1 8 Sペー ジ

@......E・M・か噌 膝史とは何か
清水量鎗太郎訳

岩波新野 129ベー・ジ

@-・・・・・ 向 上 2 7.ベーージ

⑤……悶 よ 6ページ

⑥……研究紀喪主席 30霊長 児童怠生徒の歴史童書解とその指導 新潟県立教育研究所 1 3ペー ジ

①…・・ よ原専録著書 歴史学序説 大切社 26-90ページ

@ 山レ・ギロー者
佐産量信夫釈

軍事昧論 クセジュ文:Jai 目白ペー『ジ

@……L-M・ストりュロウ プログラム学習の心理型学 箇土社
波浮，芝裕頗訳

1 1ページ

⑬・・・…岡 よ 7 3ぺ自由ジ

⑪…・・・研究紀華客室符 3Q 籍 児:A生徒の燈史学習とその指導 新潟県立教宵研究所 1 4 2ページ

⑫…・・・ 間

⑬・….. 同

上

上

1 4 Sぺ一一ジ
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第二主主 学習一指導(授業)過程分析の方法論

第一挙十亡事?同て筆者は'学習一指導，過程を構成する三つの製薬，すなわち，絞湾内容・児窓生

徒 ・白数節.vそれぞれの機能と械造について索摘を行ないー表にまとめてみた。しかし .m学習一

指導，の過程は， ζの三喜要素が相互に条件として相関しながら，カ動的に展開される一つの巡勤で

ある力主ら，われわれが'学習一指晶の効当局ぬい成立という ζ とを追求するためKは，との三主主総

がどの主うなかかわり合いV'C.t-::て展開するものかという点を明らかKしな 〈ではならない。すな

わち，要素それぞれκついてみるのでは念(，教育内容(教材)と児殺生徒との関係とか，教師と

先2量生徒との関係とか，あるいはまた.教師と教育内容との骸If糸とかさらに:は，児童主と児童との関

係と郡清内容との関係とか，環境と児還との関係と数育内容との関係とか等々，いろいろ念関係に

かいて.あるいは，関係と関係との関係をみるようにするととが，'学習一指導，という遥勤のカ

滋 (lowsof m O  li.OII ) を明らかにするととなのである。

そζで筆者は， '学習-~旨導，という遥勤の成立に，もっとも重要念条件となる関係を)下記の

ような図式V'C.l:.o;て表示した。①

'学猶一指導」過程の陶係偽造図

教育内容〈選択された外務世界〉

'¥ 

、¥1
教 -Bij

学

関

行

習

質

進

児2量・生徒

長 /

案

内

， 
t 

ζの図式K合いて，もっとも重要念関係は ，教育内容と児遺生徒の学選というはたらきKよヲて

結びつけられた関係である。しかして，との学習というはたらきは，あえて教締という要素カZ加わ

らなくても成立する。しかし，との拶J合.それが効準高いものκなるかどうかは問景品である。ぞと

で教師という要素が加わるととに£づて効率の高い学溜の成立を区iろうとするととろに'学習一緒

導，という運動が成立するととに念去、。

との際，教師が加わるととによって，児窓生徒の学習がどうして効率の高いものになゐのか，と f

の点Kついて少し考察を行念う必要がある。 'j

- 8 - '1 



ストリ且ロクは授業(学習一指導)~ひとつのシステムとして考えるとと守録集している。@彼

によると f教育一学習の過程は ，体系の構成務扮相互のあいだに生子る伝達 tran.s m i s.s仰と制御

conlrolの過程である」とするのである。しかして「との場合，システムは教師，授祭のプログラ

ム.trよび生徒から戚T.ぞれらが犯掲の仕方で作用 しあっているのであるJとの工う念ストリ旦

ロワの授業のシステムκ会いて ，彼は「教師がとの伝遂と制御の機織の本源」であり，しかして，

f最大念効採のためには ，教師と生徒のたえ1をない相互作用が必婆でありJながら ，学級という多

数C生徒を一人C教師が相手κするととは，はなはだ困難であ!?.教師の持フ彼創であるla) 授業

す計画するζ とと.b)授業含実此「するととのうち ，後者すティーチング・マシーンなどの装置Kよ

τて，少くとも部分的VCt.kしとげようと考えるのである。ティ ーチング・マシーンによる授業の体

系を，ストリュロワは次のよう左越本悩式κよって示している。③
!. • 

¥ノ
. 

-

い

との凶式には見られるようK教師が出てζ2まい。とのE認式中のプログラ ムと機械が，逆tていえば

数師であり，教師の機能。サ示すものなのである。

さて，そとで'学習一指導，過程の分析(IC~'V>て，第-vc教育内容と児窓生徒の関係κついて，

いかなる数育内容表示の形式，す念わち教材が児Z量生徒の学習過程にどのような効泉をもたらすか

すみるために，数枕そのものの分併がまず必要になる。とれは.いわば従来しばしば教師の役割と

して強調されてきた教初研究そのものKほかなら念い。

第二は，教師の主要念役者jである児麓生徒の学習の効率を高めるためK行なう指導Kついて，い

かなる指導が効率を高めるかを追求しな〈ではならない。教師の行なう指滋， ζれがストリュロヲ

のいうよう~ r伝遂と制御jであるとしても，それが実際になされる場合の方法は，ほとんどとい

ってよいほど教師と児震との間Vてかわされる言語交渉 ，す念わら，コミュニケーシ aンUてよってで

ある。いいかえれば，教師の指滋にないて，もっとも中心的方法は ，コミュニケーションκよると

いうととである。 (ζのととは，技術の習得をはかる教科の指導についてもいえるととであるが，

4寺K知識の獲得とか，認識力の形成?はかる教科 K~いては大きな役割?もつこと{II:念~)そζで，

とのコミュニケーションによ〈て指導す行なう場合， ζのごミュエケーシヨンの機能や精進はいか

なるものであるかす分析し?なくては念らない。以下，第一 ，第二の分析方法Kついて，会の訟の節

~設けて論述するととにする。

‘
 

• ，
 

• • 

‘・‘ ・. ‘ー ・

唱

'，.，t 

. 

i 教育内容《数材〉分析の観点と方法

筆者は児蛍生徒の歴史学習す I強かれた歴史像を理解するという過程を通して，自らの箆史t象を
一宇 一



再構成するととJであるとしばしば繰 b返してきた。庇史教育の場合 ，まず第-1'(問題にされをけ

ればならないととは， いかなる歴史像を与えるかというととである。 ζの点Kついては研究紀委第

S 0集の 1Sページκ主義者の考えを述べて会いたので，ととではかさねて述べるととはしない。し

かし.fffjたとは隆史叙漆のととであ.9.歴史を作るととの唯一の方法は曾くととであるという歴史

。特色は .鹿史を教育内容としてとり あげる場合κは ，無視するととのでき念い重要念特色である

すなわち，歴史の特色は記述文 (thedescr ip! iM' )であるというととである。ーζ の記述文につ

いてはラッセルに同名の著書がみり，そζ 』こは記述交についての倫理E学的考察が展開されているー

したがって，われわれが教育内容あるいは試材として提示するいわゆる小学校六年の俊史単元にし

ろ.取手校二年C際史的分野の内容にしろ.それはととでいう記述文定提示するととI'(f1:;O吐らな

い。との提示の形式が文字をもって表示されるか，話しコトパで表示されるかの相違はらったとし

ても ，拙かれ允歴史像あるいは児窓生徒の蒋機成する燦史像にしる ，その実在形式は記述文として

である。

そ ζで教育内容=教材の一例として樹糟をと担あげ，とれについて考擦を加えてみ£う。スト

リュロりは教科書警の特色を，ソーンダイク若年「絞育Jから次のように百IF目している。@).r教科書は

生徒にできるかぎb結論を自分で考え出すという ζ と宏させない。ふつう結諭をじかK示されてb

t .たとえ推論を必要とする問題がつけ〈わえられている場合Kも，生徒が各段階VC:b'いてそとか

ら先は自分でできるというためvca唆念最少限のヒントを与えるという配慮はされていない・…..

後略Jあるいはまた"r従来の魯物は，ある綴織のととがらに関する記述であったjと遂べているe

以上の書評情は .わが国の教科書についても戸憾のととがいえる。教科書問謎されているものは

ある者の判断であり，縫議であり，証明である。す念わら ，ある者。思考の給果が記記Eされいるの

であ弓て，いいかえれば知畿が叙述されているわけである。

とのよう念教科書で学習する場合，しばUま陥いる車大なあやま討ま単なる言語表現すカ滞記する

という機械的念学習Kをつて しまい，児窓生徒が自ら思考するという学留が~されをいととに~る。

とれば従来からもいわれている弊害「教科書で単ぶのでな〈て .教科容を学ぶJというととKなる

のである。

とのととは数科書そのもののもつ欠陥ではあるが，しかし.~~がちその責任のナべてを教科書

に負わせる必要はない。むしろ.教師が「教科書?学ばせる」ょう剖旨滋?せずに， r教科書で学

ばせる」ような指導をすれば， ζの欠陥の大部分はカバーできるはずである。とのように教科書を

使用して .110 名余という学級集団を相手K して指導する教師の授撲の拶h~ ，ひいては， j尼君童生徒

の学習の効率の低下を解決する方法として.主としてアメリカで研究され .わが因。教育界にも大

き念波紋を念げかけているのが・H ・H ・...…・・学習のオートメーシzン化とか，ティーチング，マシー

ンとか，プログラム学習である。しかし， ζの'学習一銭噂，形態。問題がやかまし〈怠ってきで

も，とのよう念数育方法論は，しばしばわが闘ではあやまづて劉t1lられている。その最たるものは，テ

ィーチング・マシーンとかオート メー シsンとかというコトパK舷議されて ，機減装置や，それK

かわるべーバー・ブック方.l!，テープコーダー，ソノシート』てよる)j法などという点κ臨心が向け

られすぎているという ζとでみる。との問題Kついて，ストリュロクはいみじ〈も次のように詣鎗

している。，@ rもうひとつ， ζのレヲテル(プログラム ，オートメーシ・ン章生後法)が誤解をまね

在やすいのは ，'本当は一番大切念のは提示さるべき動紡〈内容と総示プログラムとをいっ しょ Kし

- 1 0ー



た郡tでの)だからである。教育のはたらき令するのは機械自体でな〈て ，機械の中Uてある教栃す

念わちプログラム念のであるJ

銃殺はプログラム作成というととを念頭にがいて ，との小論子論述しているのでは念い。しかし，

教育内容(数初) の分析と いうととになれば ， 当然プログ ラム作成の迎輸と深いつ念が.!J~もって

〈るのは必然である。

さて . 前鑑きがいささか長 〈 なりすき・えが，本題である教育内若手(教材)分析の観点と方法~つ

いて.以下述べるとと Kする。

教育内容を分析するお合.その観点は大き〈ニつκ分類される。①それは

(1)敦賀内容の画面理的織造

(2敵背内容縫示のための構造

。こつである。

ζの研究の掛合，教育内容は阪史である。したがって，児童生徒に学習さぜる廃史そのものが ，

いかなる論理係巡すもった叙述〈記述文〉であるかという点が第一の分析の観点になるの

第二~は ， 教師が敏育内容を鐙示する場合.その提示がいかなる形式，方法によるかが問題にな

る。すなわち .提示のための矯治であるが， ζ叫糟はさらに①表示形式.②提示の単位，③健

示の順序性 ，@鍵示者の四つK分けられる。との 4 うK提示の儒遣をさらに細分する必要を感ずる

のは，第一意で述べた正うに，現在，小・中ヲ校 .特に小学校VL:t、いて展開される歴史の'学習一

指導，が「教師を中心と して，学級の児及。共同作業形式による康史{象。総成Jという方式をとっ

ているからにほか念らえtい，とのような治会κは別して，との教育内容提示のための構造が問題K

なってくる。そして ，ζのととは.次節Kとりあげて論述する指導機能分析。問題と密接κ関連す

ゐ。

次I'C.との論述の中でしば Uま赦育内選手，まPよび，教材という用騒をJ+Jいているが，との主主味上

の区別は研究紀婆第 80集の 14.詩ペ-:.>rc述べてがいたので ，.;ぞれ~~p.u して加ただくととに して，

われわれが児遺生徒に提示するものは教材そのものであタ，毅育内容はその中に含まれている。した

がっτ之の節tcTいて教育内容分肝の鋭点と迩べているζ とは ，教事才分訴の観点と表現する方が妥

当であるう。しかし ，ζの場合，どうしても分腕の錨点、は，先にあげたu)と(2)とでは， (2)の方K比

震がかかるととに念る。 との際，われわれが注主主しなければ念ら念いととは ，(2)の観点が児童生徒

の心砲， 4幸代児童Z生徒C認識カゃ思考の特色という立場K立脚するのに対して dl)の観点は知識と

いうもののもつ特色K立蜘するというととである。ナtcわち，教tfは(2)1Z)児管の心理κ即応しつつ，

しかも11)の段階F- . すをわち . 客線的~~í~へと高めてやる営みである。いいかえれば， (2)の立場は

克服さるべきものであ t，それは(1)の立場へ進まぜるための教育的方法であるというととである。

以上のけな ，教育f.lらびK侵害寝の目的，事Pよび教育方法論の立総K立つならば.(1)の教育内容

のどとが児議生徒の理解を困難ならυひているかの点を.できるだけ明らかKする努力が必要であり，

そとから(2)の問題も出てくるものだと考えるととができょう。それで，まず11)の分析の問題から始

めるととにする。

次の紀述文は，学校凶望書株式会社小主学校社会科 六年上改訂版の S7ベージから 38ベ-!.>

κかけて叙述されている一部である。
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大和朝廷 そのうち，婁きいのさかんな国は，だんだんと近くの小さな闘を合ぜて，大きな憎

ができました。その中でも，大和の国(今の奈良県〉は勢いが特に強く ，まわり の悶岳会わぽて

四世紀ζ ろには.九州から本チJiの中部くらいまでをーまとめにした，大きな闘をつくりました。

ζ うして，包本の箆の統ーができあがったのです。乙れを大手口の朝廷といいます。

との記述文't".記号論理学的に分析するための根拠として，命題論理学の真理関候(rC.(る分類と

推論。基本的なものを次に掲げるζ とにナる。

①命題 r A、基本文

B、複合文

文合総a
 

r
i
l
'
1
1
3
1
1
1
1

、

人 分 析 文 またはトートロジー(同窓反波文)

C、矛盾文

@縫論 式

-
J

定

定

需
品
百

一
附
餅

d
n
B
 

AFhs

，、111
1
1
1
1
1
i
1
0
16、

C、三段論法

今，とれす記号Kよってあらわすと次の 4うUてなる。

-①命惣 r A、基本文 p ， q ， r・H ・H ・・

B、後会文

人総合文 { -p  

p • q 

P¥j9 

pコq

(p y q)コ(pコq)

(pVq)¥:j (pコq)

( (p:Jq) . p)コq

「
J
El
i
t
e
-L

文折分ao 

pv-p 

C、矛盾文 p ._p 

@縫論 pコq

p 

.-. q 

B、後件否定式 p~q 

-q 

.-.-p 
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lc、三段飴法 P :::;9 

qコr

.-.pコF

[鮭〕 今 ・E担増1.，併記号紛迎学の記号後続む場合の(g!宣:I.e考えて .論磁言語の記号をあげておく。

諭理封書面(論選定項〉にはま基本的には次の四 4 しかない。それは， 'そして'"and. "あるい

1;;1." or ."ならば:";.f……'hω ，mなb、" Mlである。乙の論理!鱈は舗理学者によf て，

おのおの~のような記守を用いている。象者ほ主としてRuuelのものぞ用い.時にはH必

lIer tのものを用いる場合がめる。

B 'Ilf飴 文 ilitbart Scholz &.ssel 

ない 否定 F -p  -p  

そして 迷宮 & ハ . 
あるいは 選言 V V V 

}ならば 条件 ーー参 -- てコ
一一一一 一一

さらに .等飽をあらわず場合には t三』が用いられ

合窓をあらわずには eコ3か 4→ 1が用いられる

lJ(ol刷 .goroffLωIcasiwi cz 

N 

八 K 

V A 

コ C 

乙のほか命魁数学の亀絡会に紙条件記号'→3 のほかに，双条件記号 《←ーバ が用いられる

さて ，先i乞あげた，大和の朝廷t'Cついての記述文を命題論理学と よτて記号化すれば ，次のよう

になるであるう。

¥そのうち〕 b 〔勢いのさかん念悶は ，だんだんと近 くの小さな脳?合わせて ・大き念国ができま
d 

した。) (その中でも) (大和の隈(今の奈良県〉は勢いが特に強〈安わ.!1~国す合わせ〕

〔回世紀とるには ，丸刈から本州の中部〈らいまですーまとめにした，大章宏闘すっく担まし
h 

た)f lとうして) g (日本の闘の主化ーができあがf たのです。) (とれ?大和の朝廷といい

ます。〕

との記述文は大和の朝廷~.(って国が統一されたととす説明 した文である。したがせて ， b ， d ， 

eの判断文は，h 命胞の分析文であるというととができる。 す会わち.命姐b~さらに分析すると

b l i { (努いのさかん念閣は)+~合のせて~ + (だんだんと近〈の図的}コ j{大き念国K

をbをした }) 

と怠る。 ζれを諸積式であらわせば iつj

命題dは

d( k { (大和の国は勢いが主主()+ (合わせ〉十(まわ bの菌) }コ 1{大き念闘ができま

し免}) 

であ!?， kコI で 4コj と等主主でちる。しかしながら，命幽dr.o中Vζ 特に強 く という修

飾絡がおるので ，命勉Cが意味サもっととになる。したがf て.との総理Z己号式は

(Zy)(z〕〈FY3Gm)  

-市 3-
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と在る。とれを子日常言語であらわせば

zは国，したが ラてく.0;)はすべての鼠， ろはある図 .Fはもっとも強い .Gは統一される

す念わら

「すべての国の中Kある闘があJ:>.その歯がも っとも強い闘であるならば，他。国々は .それK

4って統一されるJ

というようK念る。

そして，とれiJ~ d す念わち大和の闘であり

d芸 (ヨy)(Z) 〈FYコGz ) 

となる。さらtにとの論理式は教科書附謎されている表現効為らすれば

d三(ヨy)(z〉 (FYコG，.)三 h

となる。 'じたがってとれを述語論理学で記号化すれば

(F hつGb) (F dコGb)三 (ヨh)b・d ( (ヨd)

であり，複合命題としてあらわせば

(b) 

(dコe)三 g=-h b • d 

となる。

であるか，偽/αlseであるかは，次の真理表(tC.cって検討すさて，以上の復合文全体が真 tru，e

れば 4い

(
条
件
文
)

(
基
本
文
〉

(選
言
文
)

(
基
本
文
)

戸
連
言
文
〉

〔
益
広
文
)

表

nv・

(
査
定
文
)
~

理真

戸
拡

p -:-;:， q q P pV q q p q P p 

T T T T T T T T F 

F E T F T F F T T F 

T T F T T F F T F 

l' F F F F F F F F 

ζの寅.理表にぶって検討すれば ，との教科舎の記述文全体は築 true (tCなる。

さて ，以上のような教科書の内容す続んで，児設がおかるとやわから勘吐かいうのは ，ど ういう児

童の思考のはたらさi'L.t.るものであろうか。 とれは大きくこっ(tC分けて考x.るととができる。

それは

複合文のそれぞれの命題がZヨからな同臨合。との場合，命題の全部がむからなWのか ，その中の

ある命題がわからないのかの二つの場合が考えられる。

)
 

1
 

{
 

複合文を結びつける論理定項のはたらきが:OfIミらお哨.め ，複合文全体労な，から初同場合の二つ

- 14-
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(1)の場合は，さらに命題を織成するコトパの意味が解ら?をい場合と，文構造が解らない拶J合とK

分けるととができる。とのととは前者の場合は，そのコトパVL対応する夢物 ，事態の概念や心像?

もっていないととに由来し，後者。場合はいい方(文法)や「てにをはJの用主去に通じてい2をいと

とKよる。

今 ，とζでは主として(2)の場合について考えてみる ζ とvcする。たとえば

「大和朝廷が闘を統ーしたJという命題の理解が困難であるとすると ，との教科書の文脈の中で，

次の.c5念論理的思考ができないためと考えられる。 (ζの場合，'国H とか'強いM とか'統ー

する，というコトパの主主l来は一応解っているとして)

勢いのさかん念闘はだんだん返〈の小さな国を合pせて"大きな尽きかできましたふ...・H ・..… d 

大和の国も勢いのさかんな闘で.まわりのê!I~合わせて，大き攻国K司~j:)ました。…...・ H ・. . B 

大和の国は特K強い闘で， {.也の強い国を合わせて自本の闘を統一 しました。…...・H ・-……… C 

ζのA ， B ，Cの各命題から，次のようを推論が可能である。

イ、前件肯定式

pτコ 唖

F 

• • q 

とれを日滋語でいいあ らわせば

特(t(強い国は，他の強い国すまとめて統一すみ

大和の国は特に強い閣である。

. .大和の闘が全国rr.統ー した。

この推論はいついかなるときも命題pとqが真であ.!?，かっ， 複合文 pコq がE主であるならば，

真iZる結論を得るのである。

児者置が解るというのは，との推鈴の形式?とるか，あるいはまた，次のよう1l縫論?行なうかで

ある。

口、三段論法

:.P コ r

とれ~日常語でいいあらわせば

すべての嗣にない'1.，その簡を統一するものは，その中で一番強い国

である大和の朝廷はその頃 ，わが留の中で一番強い闘であ τた。

. .大和の朝廷がわが闘を統ーした。.

という推論を行なうかである。
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，・

. . 

以上のように，子どもが:r.:;ゆるというのは，いか念るわIJ!析や推理にもとづいて思考がなされるのか

を知るためにも，数材内容が，いかなる命題，推論，~明l'CJ::って構成されているかす分析し ，そ

の分析されたものK対応して 〆児溢生徒の学習をどの4うK指導しえらよいか a教師は伝導計簡を

たて念 〈てはならな い。いいかえれば， 児童室生徒の学習効果があがら念いのは ，紋育内~II(対して ，

児童生徒の認識や思考のどとK問題があるのかを明らかにする必袈があるというわけである。そし

て，その問題点をどの£う!tCして排除 してやるかが，教師の重要な指導機能分析の観点、K念るわけ

である。

そζで，節電?改めて ，以下，教師の指導機能分析の観点と方法について述べるととκする。

E 指 導 に お け る コ ミ ュ ニ ケーションの機能の分析

先 l吃発表した研究紀勝 30集で， 輔 は ， 酬 の 指 導 の 方 式 机 山 間 倒 し たJD，すなわち

lJ)直観手段とコトパとの給合による方式

(2)コトパ，言語的文脈!tC.r.る方式

(3)視覚象徴による方式

以上のうち， (2)(l)コトパ，言語的文脈V(.J:る方式を，さらに七つの形式K分けた。ぞれは

d既有知識の再生

B新しい意味を付け加える

Clま昧の選択

Dいいかえ

E類推

F上位概念を与える

G下位枇念を与える

以上である。とれ らのうち ， AからE までは;ji'，~;j;'むね判断の形成のためK行ヲをわれる指滋であ 'þ • 

F$;>よびGは，推理念らびl吃証明の成立をヤ図る指導というととK念る。(もちろん，AからGまで

すべて判断の形成宏図るための指噂という ζともある。)したがって，児意生徒が数宥内容を遡解

したというのは，以上のような認識訟よび思考が教師の指導によでて，効率.t<成立したというと

とKほかなら念い。 ζのような指導の形式がでてくる根拠は ，見窓生徒が教育内容を理解するとと

にぶ つて明らかκされるととであ i?.ζの点l'Cついて家者は前掲醤l'C.理解過程として図式化して

一応次の4 うK示して沿いた。@

-
" 

像
、
ヂ

J
一
一
，

鐙

程
A
F

-ぜ

抱

過
J
V

附

隅

/

t
A
Y
 

ιt

回明

，
感

字

総

閣

部

/
M

J

』

件

ν

パ

穏

文

記

→判断ー

紙念ー

一歩推理 ー参選論の形成

判 断ー
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しかし左がら，乙の理解過稼も ，ぞの後，記号論理学伺代論理学〉の立場からすれば.批判さ

るべきものであるととがが吋てきた。すなわち， ζのような理解過程はアリストテレスによって学

として成立した古典的念論理学の立場に立つものであり，現代論理学の立場は，論理の山発点を命

題に沿いている。@事実，われわれが夢物，事態を認識した場合，そとにまず成立するのは命題で

ある。さら~，文章を読み，話しを開くときに，その文掌あるいは話町しは，命題を最長j、の単位とし

て，論理語Kよって結合された後合コたであるから，それに接するときに，まず概念K当面するわけ

で左い。以上のよう衣立場K立つ念らば，たとえば ，H差史を理解するという 4うな，叙述文を理解

、する基本的~過程は，次のよ うな凶式t仁義きかえられなければならない。

記
述
文
↓
の
理
解

(v.~ t 、

記述文{文字，コトバによ τて表示される)を理由草する治程

~ 1/" イ芦寸7r)
@ 

命題ー→雑: 0(. (--~À 論(論理語 1コ]

以上のよう左記述文の理解過程に沿いて，子どもがわからなかすた!:JIつまずいたt，あやま勺-Irj)

するのは，との過程の中になけるどの段階であるかを見れば，必然的K教師の指導は何をなすべき

かが明らかに在る。次にその困難点を列挙してみよう。

教師治:口頭をもって吉郎文を述べる場合，その速度開ずることができ念い。

文字が読め念い。ナ念わち音声イ七でき君主lハ。日本文の場合tそは特に滋字が隊E専陀;1る。

O 諮の意味が1コからない。

@命題と命趨との結合関係(論理定項のはたらき〉がわから攻い。

命題と命題との推理(論理定演のはたらきと，集会と部分の関係〉ができない。

とのEめわからない楊合が，子どもの困難。もっとも大き念ものであろう。とのうち .EDと@と

@ 

@ 

@ 

， 

-. 

-. 
!iCついて詳述するまでのととは1まいが.。以下はいま少し考察~加える必要がある。

0 

. ζの問題は怠味論の問題である。語<D~ま味とは何かという筒婚について，オグデンとリチャーズd

はその若「意味の主主味J1[)中につぎの£うK定義している。すなわち，

「認の主主|床は，それを使う人の脳裡に描かれる心像と枇念であるJと，との定後からすると，懇

の怠味を考える場合，使う人がど@ようなセチュエーションK沿いτ、使うかという語用拾の問題と，

ー-1 7-

語の意味がわからない。



色

その人の脳複~捕かれる話疑念と心像がいがなる品調かという意味論としての問題のニ4まになる。

とのニ点の刷題は，いわば認識論の鍛主査に属する防局であ.t，概念がよび心像は使用者の過去経

験の総体と して表出して〈る。そして，ととで初めて概念会正び心像の倒題がと bあっかわれる。

との問題を考察する筋合，われわれは，乙れを知覚語と知覚命題についてその理論の追究が必萎で

あゐ③という ζとだけを，との際指摘するに止めて会〈。

@ 命越と命題との総合関係〈論溜定墳のはたらき)が月半らない

ζの払噛は記号論理学の問題である。命組と命踏との結合関係をあらわす論理籍(定項)につい

ては IにかいですでK述べた。しかして，論理語のはたらきカ都らないという ζ とは，複合命題の

真偽を決定しえないという ζ とを意味し，しかも，われわれが子どもたちを，感性的な認識から極

性的な認識Kえかめるととの必弓毒性を充分慾滋ナる念らば ，ζのような論理主的思考ができるように

するために，ぜひ論理定項のはたらきと，後合文CZ)~偽を決定する意味の霊安さを指摘しなければ

なら念ν、。

@ 命題と命題とから准理ができない。

@VC述べた命題と命題とから級合命題をつくる場合 ，ぞれが，'そして11 ( . 1 であろうと'あ

るいはN <V)であろうと，基本命題がどちらも莫念る場合は，その後合文全体も真であり，そ!の

ととは臼常語であらわしでも殺かしぐ念い。たとえば

基本命題 2+ 2= 4 ・・H ・H ・...…....・H ・.. p 

滋は青い . ..・ H ・......・H ・....... q 

を結合して，

後合命題 p • q すなわち 2+ 2= 4であb そして 泌は腎い

ii pV q ナ?をわち 2十 2=4であるから あるいは 織は青い

としても，どちらも基本命題が真である限!?，複合命題も真であり，日常務でいろいろあらわして

も，まち沙~でない。(との4 うな日 'f誌の用法は普通あま h 見受けられないように怠うので，ー見

bかし〈感ぜられるが，しかし，ょ〈注意して他の人のい うととを聞いてみると ，祭外多いという

ζ とに気付〈のである)

とのような {い iV!で禾される論理定項をもってする結合Kは問題はないか，しかし，'な

らばN (コ'で結合してできる複合命題に念って〈ると問題は違って〈る。たとえば ，先Kあげた

基本命題p， qを l:J )で結合した縫合命題

iii pコq す念わち 2+2=4 念らば 前は青い

という条件文は日常諮であらわしてみると，どうもま哨 ーいと感ずる。しかし念がら，条件文の真

理値は I 節に掛Yたよう~，後件が偽なる場合のみ後合文は偽であ þ ，他の拶冶は真である。との

ように挑象の段階K沿いて真であるものが，日常籍の場合どうもbかじρ，というととは何からでて

〈るのであろうか， ζの点について考察しなければ，推理を指導する場合，教師は大きなあやまち

をかかすととKなる。

以下，との問題について考察を加える。

とれまで述べてきた論理学は，主として命題論理学といわれる各械にE属するものでゐる。しかし，

以上のような筒題の解明 Kは，さらに述語論種学の領域(IC進~念ければ念ら念い。

たとえば「人聞は動物である jという命題は，'人間，と'動物，というこつの税念(あるいは
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記号:-)"t一定のさまbで組み合わぜるととκ£ラてあらわされる。それは日1riQY錫合'は， とか'で

ある，という表現であらわされるが，しかし.とれはもっと別の表現ででもあらわされる。(たと

えば外悶怒を考えればすぐ明らかである)したがって，とのようを文樹ヲな表現方法は無視しても

£い。それで.以上の命題を記号ーであらわぜば

動物(人的 と表示し，さらに記号化すれば

F (a) または Fa 

という4うKあらわすζ とができる。

すなむち (a)の位置Kくる語(名制，代名詞など)は主語を. (F I の位置にくる語〈名詞 ，

j硲 ZZ，動罰)は述語をあらわすととκなる。(とのような文の形式を命題関数と正ぶ〉

とζるが.r人間は動物であるjという主総'人比は. r山本は人間だJという文の述語K念

るし.さら(1(.との文の主語'山本*ti. rζれは山本だ」という文の述絡に念る。 ζのぷう1/1:.

ある文では主穏であるものも，他の文では主s鵡Kなるというように.'人情ふとか'山本e とかい

う主語は不安定な主語であゐので，現代の倫理学り.もっと安定した主語から出発して，他のもの

は一切述おとして用いるととKよって.述語。論理学を始めようとするの⑬

そのもっとも岐本の主語は，それでは何とかという ととになるが ，それは「或るものJ ($Ont← 

Ih仇8 ) とか f他のあるものj という正うな，不定代名詞Kあたるものをi1i紬句~主語とする。し

たが勺て .r山本は人簡であるJという一つの文は

(%は山本である) (忽は人陶である)

という ，も勺とも基本的な 主語ー述務 からなる二つの文の特定の組合わIせと考える。 すなわち

fSはpである」

という一般的な，主諮ー述詩文は

(F %) (G;c) 

というこつの文Kよって義織されると考える。

とのIうな，述語論理学Kえって，先にあげた'ならば， gコ、と'そして" lolQY論理的1i:

鈴能の相込を陣留にする場合ーとは，次I'CrすべてJと「存在するJというコトパの論理的意味を考

察し1X(てはならない。 下の命題は次のよう念記号化tてよって示すととができる。

すべての人間は正直である ある人間改正直である

↓ ↓  

すべてのzについて (xが人間

であるならば ，xは正直である)

L 
(x) (F コG ) 

x '" 

ある zが存在し (2:は人間であ t • 

そ して .xは正直である〉

↓ 

(3%) (F % ・GtI) 

とのゐ合 fFLと fG L の関係は .li.は勺E で結ばれ，右は， . )で結ばれている。との

紺逃がでて〈るのは.クラス(集会)という場え方を導入するとと¥1(...って説明される。今，以上

のニつの総泌すクラスの包綴関係によって示せば，次のよう1/1:凶式化で嘗る。
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-. 

人制・正直でない ) a:'AU<'') 
，/ 

人偲でない・正直でないD

に
C 

Aは「人間であって正直でないものの属するクラスJ， Bは白「人間でなくて，正直である 4う変

ものの属するクラスJ，Cは「人間であ.9.そして ，正直であるもφのクラスJ" Dは「人間でも

なく.正徳でも衣いものの属するクラスJを訟のお‘のあらわしている。したがって.

「すべての人聞は正直であるj記号化して (z) (F xコGx)の形の文の窓味しているととは，

dのクラスにどのよう設劣も存者Eしないという ζとであヲて ，xがどとか特定のクラス@中11(存在

している とと?いっているのでない。とれは命閤論理の法則の一つである次の関併、す示している。

(pコq)三.- (p・-q)

ととるが， (ヨx) (F x・G .J:)す左わち「ある人側は正面訟であるJという文の形は.r人街

であ!J，そして正直であるようなものが存在するJというととをあらわしているととになる。

とのよう K考えて〈ると， r条件文J ナ~わち'ならば， 'コ、で結合された緩合文の真偽を決

定し.正 しくts理的11思考ができるためには，クラス「集合Jという考え方をもつかど うかという

ととに， 重要~関係のある ζ とに気付〈のである。との点、κついて築者は研究紀委第 3 0 集~ .フ

ッセルが論湾洋の緩底を集合蓄食~沿いた主主味について述べて拾いえ。⑫

との問題はまた .怠味論 sc_Mics ~亡事砕けるコ トパの始象の段陪と関係して〈る。そとで，条件

文の製解には ，単に議選語の機能にのみ筏点を向けるだけでなく ，コト パの主主味，特』てそのコトパ

がどの ようなクラスK属するil.d象皮のものか.さらに，上位と下位の抽象のクラスすもってゐり;

それ治結びついているというと とが大切になる。とのJ点、Kついても.研究紀要第 3 0 祭~概念の鉱

充というととKついて迩べて会いたが，とれは以上のととと向畿である。⑬

今，コトパの抽象の「ハシゴJ ，. aO3'，u.ction la.dder it ⑬の伊iJ~あげてみる。

s 宮 〔註〕 ↓は上のIt念が下の紙念を

7 
?産

含む ととをあらわす。

8 手築資産

6 T畜

唾 牝牛
↓ 

s ベッシー (牝牛 1) 

2 千験C対象

過程のレベル
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とのようなコトパC抽象の度合いが進むKつれて・，その君、味内容(内包〉は狭〈なってい〈から，

したがって，そのコトパが適用される範悶(外延〉は拡大されてい〈わけであ!J.とのような関係

は先κ示したクラス(集合)の考え方を導入する ζ とに£って説明が可能になる。

"そとで， ζの節の皆践に働Tプヒ (2)コトパ，言諮的文脈による指滋方式の七つの形式中 .Fがよ

びGの形式が重要念怠味をもっととに没る。

しかしながら ，子どもはどのようκして，何才ぐらいから.集合という考え方をもっととができ

るか問題であ!;I.ζれは今後追究しなければならなh重要な談題である。

な事、，との縫越は，いわば演織的思考であ!;I.との 4うな記述文の理解という場合にもっとも多

くはたらかねばならないものである。しかし，との演緒的思考ーと帰納的思考との関係は，さらに旅

〈考察を加える必裂があり，との点Uてついては，@ミ Jレの帰納法は因果関係を!滞納的にとらえる方

法として.一つの示唆となる。攻:1>'.⑬ストリ ュロワもプログラム作成の理謝句狼拠κ.<:)レのそ

れをもってきているととは，われわれの研究K一つの方向を与え，自信をもたせて〈れるものであ

る。

E 結 圭五
時間

われわれは f学カと学習一指導」の問題を，研究の中心テーマとして，過去凶年間調査研究を進

めてきた。しかして ，その追究しようとするととるのものは， i効率の高い学習一指導Jという

ととであり ，ぞれはまた ，現実の客観的条件の下K成立されなければならない問題である。われわ

れは，との研究が単に当研銃所だけが行なっているものでないととも員長知している。すなわち，

「学習一指導K関する共同研突が全国教育研決新連盟fてよってと bあげられ，三か年の継続研究が

現:tE進行しつつあるという事実は，学力の向上とか，教育の現代化とか，あるいはま脅.教育革命と

いわれている世界的な動向の一環として，わカ舗でも全国的な規模でζの研究が進められていると

と?急味し，しかも現在， 飛E量的な段階に進め られなければなら衣いという ととも了承している。

lしかしながら，絞脊の営みは，奇惣天外の妙手があり ，ぞれす発見すれば .一等K問題が解決

される注どというととでは設い。われわれは，先人の絶ゆまざる実践と研究を受け-*l主ぎながら ，し

かも現実の客観的条件を忘れず，それを一歩一歩進まなければならない。

との主主味で，われわれが'学習一指導，改善のための研究手進めるlζ当v• ぞとK とられた方法

は，現実v'c展開される'学習-t民誌という運動そのものす研究対象として，それを綴察し，配践

し，分析するという了R榊守方法といわれるものである。

'しかして， ζの研究方法のもっとも特色とするととるのものは ，'学寝一指導u という運動のカ

理 (l仰 S of脚 Iion )す構造的tてとらえようとするととろにあるが，そのためには分析の観点?

できるだげ客観的なものにし，客観的観念すもって叙述され怠ければならない。最近，わが国でも

いわゆる授業分析の名のもとに，幾多の実践言櫛汐鳴表され.主え.分析し，現論化するための労

作治E少なからず縫築されている。しかし，録者の短見では，分析のための観点や角度がどれだけ精

織であ t，かっ，客観性を保証するものかという点tとなると ，必ずしも光分とはいえない£う に思

われる。

ぞれは教育学や殺禽.心理学の進歩という点だけでなく，釧銑':}j法として，現在の進んだ数学(た

とえば命婚数学や集合総) ，あるいは記号論理学や言語学 (ζれは特K一般怠味論が大きな役割す

- 2 1ー
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もつ) ，~らK大脳生理学などの研究成果す用いる ζ との余bに少念いとと/fCよるのではなかろう

か。 ζの点、Kついて筆者は'学習-1旨島という運動の構造迷関を明らかKし，その法則性す追究

するための方法として，記号論濃学と一般怠味諭の理締/fCXっ・て'学習一指導:N (授勢。分析を行

なかうと着怨した。

とのとと iままた .室経者カt3 5 &手肢の両年Kわた!J，授業を鋭察し記録をと !J，さらに，児窓生徒

に個人面接による対話，事>'4び質問紙法Vてよる調査などで研究を進めてきた際11:.そとにあらわれ

る教師の教育内容の提示，子どもの学習を指導するコミュニケーション，あるいは倒入面接Kシけ

る子どもの回答，質問紙κ答える児億三主徒の記述など，すべて日常言語であらわされるものは，嵐

端にいうならばその言語表現はすべて異な τ たものであり，それぞれ特殊念ものであった。した

がって研筑ヌサ象そのものが特殊なものであるため，とれを対象にして研究を進め.それを一般化す

るためtては，研究方法そのものカ2客観性を保証するものでなければ攻らないものであるととの必要

性を痛感したためででもある。

たとえば，子どもの認識の発達を~Iるという易合，それは感制加認識から理性的認識へと発展す

るととを期待しているわけであj)， r手の思考Jから「論理的思考」へと進めようと較育がなされ

るわけである。との工うな場合，子どもの思考は必ずしも論理定項を適切K佼用して，日待諮で表

現するわけでな<，その表現は千差万別といってもよい。 しかしながら ，その千差万別の表現の中

Kも論塑的忠考が成立 していないとはいえないのであり，そζK共通なものがあるはずである。 ζ

の点K筆者は着目 して，論型的思考を記号論理学K.r:って記号化してとらえようと考えたわけであ

る。ぞとで， 室表者は記号論述学と一般怠味論の理解tて勢め，との角度から授業の分析を.半年/(C，

A、教育内容の論理遺構造と認識鱗造の関係を明らかにし，それKよって児窓生徒の学選(思考)

がどのようになされるか。

B、コトパ， 言語的文脈による数ftiuの指導 ，すなわち，教舗と子どもとの陶にかわされるコミ三

ニケーションのはたらきを分析し，いかなる数制の言読ー的文脈Vζよる指導が子どもの学習の効

率を高めるか。

の二点K研究の焦点をすえ，その方法と して，子どものもつJコトパの意味Jを一般ゑ味論により ，

さらに子どもの「論理的思考Jを記号論理学I'C.t j;J記号化してとらえることの惨備として，理論研

究を進めてきたわけである。

筆者は昨年九月より約こか月Kわたり病臥しプすたゐ，現実lモ展開される 8岩手智一指毒事，を研究す

る実託的研究が進められ乏かτた。しかし，先にも述べたように，いかK多〈の授業の笑銭言識を

収集したと しても，ぞれを分析する角度や方法が鋭〈精紋なもので攻い限!i.あまり主主味のある研究

と佐いえない。

ζC怠昧で，今キ皮，記号論狸学と一般怠味論の乱輸の理解K全力を集中し得えととは，むしろ，

S 8年度l宅実ぬを予定している実註的研究を進めるため/fC，迂遠のようであbながら ，;m:遂であっ

たのではないかと思っている。

とはいえ ，ζの正うな筆者の1的よがりともいえる魁治的防究を ，緩い闘で理解し，寛容な気持

ちで見守って 〈れた小林所長をはじめ所長各位の御厚情が念ければ，はたしてとのような小訟にま

とめるととができたかどう刃命ぶまれるのである。ととに，紀要論文の室告をか{/fC当!I.あらため
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て謝志を表したい。

1i主)....ζの研究を担当 し.紀宅起を執筆したのは 研究員 羽 鳥 敬ーである。
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